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パシフィック・スウエル

太平洋のうねりとニューイングランドの島々と
－北米両岸飛び石クルージングPARTI-

野本謙作

「君がサンフランシスコへ来るのはいいニュースだ。

予定を少し早めて10日の金曜日に着けないか？そし

たら週末に，例のハル．ロスのふたりの太平洋で君も

知っているドレーク湾まで行ってみようじゃないか」

こう書いて来たのはカリフォルニア大学の造船の先

生で，長年のヨット乗り、<春一番Ⅱ〉で琴塚から西宮

まで2泊3日の巡航をしたこともあるランディ．ポー

リングだった。彼は以前は頑丈この上ない北欧型ダブ

ルエンダーを持っていたが、五十を越えていくらか分

別が出来たのか，現在は家族連れ向きのスウィフト30

らしい船に乗っている｡4年ばかり前には，夏休みに

一家5人でメキシコまで行ってきた。

10日の夕食をし.ながら，ランディが末っ子のトムを

誘っている。

「お父さんはフォア･デッキでロープを引っ張ったり

する手が欲しいんだがなぁ。それに大きい鮭が釣れる

かも知れないぞ。野本先生もお前が好きなんだ』

11才になるトムは黙ってトウモロコシにかぶりつい

ている。彼は魚釣りは大好きなのだが，未だ船酔いを

卒業していない。今、作りかけの装甲兵員輸送車のプ

ラモデルにも未練がある。

「よし，じゃ朝6時に目を覚ますことが出来たら行く

ことにしような」ランディが言った。トムは父親と私

の顔をチラシと見て，目で「うん」と言った。

8月11日0930,機帆走で金門橋を抜けた。西よりの

軽風で海面は何となくざわざわしている。遊漁船らし

(2）

いボートが次々沖に向かう。漁場が目の前ということ

もあるだろうが，同種の日本の船に比べると低速で旧

式な船が多い。解凍した小鰯を餌に2，3ノットでト

ロトロ流して鮭を狙う。一人あたり三本釣ったら一日

の制限量で帰港しなければならない取り決めがあるそ

うだ。

沖へ出ると西風が少し力を増して風力2の上限あた

り、左舷開きリーチングで帆走を始める。どう言うも

のか，このあたりのうねりは太平洋と言うのに波長が

短く小うるさい感じがする。水深10mから30mくらい

の浅所があちらこちらに拡がっていて，それに潮流の

影響もあるのだろう。海岸は大体において切り立った

山地で，緑は余り豊かでない。南西日本の豊饒な太平

洋岸と比べると大分に荒涼とした光景だ。

午前中一杯こんな状態で，私たちも釣糸を流してい

るが鮭は来ない。こちらの曳釣りはロッドとリールを

使いモノフィラメントのような細いテグスばかりで50

mばかりも延ばす。擬餌（ルア）も使うそうだが，ラ

ンディは解凍小鰯をもっぱら使っていた。

正午近く陽が高くなる頃，風が落ちて来た。凪時

化と言ってもいい状況でドブンドブンと小うるさい。

「陸へ寄せて磯魚を狙ってみるか｣とランディが言っ

た。目的地のドレーク湾まではまだ15浬ばかりあるが，

途中にある岬の沖の水深10mばかりの磯の上まで機走

で寄せて行く。こんな時エコーサウンダーは実に有難

い。海図と対照していると海底が手に取るように判っ

て不安がない。

この磯では，私がイサキの少し色の薄いような魚を

へ

へ
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二枚釣ったが，他に当りもなく，それにイサキは彼ら
の間では余り関心のない魚らしい。そろそろ出かけよ

うかとなって，凪時化の海を機走で西北西に走り始め
た。

トムの様子が少しおかしいが．こんな時，お前大丈

夫かなどと言うのが最もいけない。たちまち暗示に掛

かって船酔いが進むだけだ。知らん顔をして好きなよ

うにさせておくに限る。何か仕事があれば（ただし船
内作業はだめ）それをやらすのもいい。そのうちトム

は船室に入って，机の上で絵本を開いて何か一人ゲー

ムらしいものを始めた。こいつは余り良くないなと思

ったが，本人は何とか気をまぎらせて振り払おうとし

ているわけで，これはやはり口出ししない方がいい。

午後3時前，北風が出て来た。この辺りの海岸線は

ほぼ西へ延びて，その西端に大きな開湾ドレークス．

ベイがある。従ってこの風は陸から吹き出す絶好の横
風で船は気持ちよく走る。だがトムはとうとうダウン

して，親父に背中をつかんでもらって昼食を海へもど

した。船酔患者は暖かくしてやらねばならぬ。私たち

はトムを毛布でくるんでベンチに寝かした。船が揺れ

て足先の毛布が外れるたびに，私は手を伸ばして包み

直してやった。これは11才のトムの心に，異邦人の私

に対する信頼と理解を育てるのに大いに役立ったよう
だ。

ランディがこっそり言った。

「ジョンもあんなふうにして船酔いを卒業したよ」
長男のジョンは今,海洋土木の学生だが,夏休みになる

と航洋曳船の水夫のアルバイトでアラスカへ行く。親

父に劣らぬヨット好きで，何とか言う有名な外洋レー

サーのレギュラー・クルーだそうだ。夏に家に居たた

めしがない。

一

ドレーク湾の白い崖

海賊の手柄で貴族になったことで知られるサー・フ

ランシス．ドレークは，1577年英国のプリマスを出帆

した。有名な世界一周私掠航海である。マゼラン海峡

を通り，その放胆な作戦で中南米太平洋岸のスペイン

植民地や商船を襲いながら北上した彼の船隊はある日

現在のサンフランシスコの近くと推定される海岸に錨

泊した。その海岸にはちょうど故国のドーバーを思わ

せる白い断崖が連なっていたと言う。

なるほど，今私たちが進入して来たドレーク湾の北

岸にならぶなだらかな丘は，その南面がそぎ落したよ

うに切り立って，確かにドーバーに似ている。ドーバ

ーの石灰岩ほど白くはないが，明るい土の色で，光の

加減によっては.白く見えるかも知れない｡αドレークの

航海は実は史料的には不明の点が多いのだが，まあそ

れはいいではないか。ちょうど400年前に，この湾に

ドレークのくゴールデンハインド号〉とその麿下の船

隊が進入したことにしよう。あの崖も谷あいの湿地も，

そしてこの少し気違いじみた吹き下ろしも400年前と

大して変ってはいないことだろう。

ランディとトム
へ

金門橋を望んで快走中

(3）
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湾とは言っても南から東にかけては開けっぱなしの

開湾で，北が問題の白い崖の連なる砂浜，西が細長く

南へ延びるレイヤス岬に抱かれている。レイヤス岬の

側にちょっとした漁業と行楽の集落があるほかは，湾

岸一帯ほとんど人工の跡はない。こんな広い場所に錨

泊して一夜を過ごすのは，日本のヨットでは余り流行

らないと思うが，もう4隻ばかり思い思いの場所に投

錨しているクルーザーの姿がある。20トンくらいの沿

岸漁船も10隻ばかり，これはある程度かたまって錨泊

している。北岸からの吹き下ろしは時おり15m/sを越

える勢いで水煙を上げて吹き立って来るが，風上岸な

のでさすがに波らしい波は立たない。私たちは泊地を

ひと回りして場所を探した上で,西岸から約1000m,北

岸から約50m，水深15mのところに投錨した。

夕映えが西の空をあかく染める光の中で夕食の支度

にかかる。感心したのはトムで，早速海水をバケツで

汲んでイサキの料理にかかった私を手伝ったり，船室

でテーブルや食器の準備をしたりして働く。彼は今日，

生理的には船酔いに負けたが，心理的には負けていな

い。だから揺れが止まればすぐに体も気持ちもシャン

とする。これはなかなか大したことだと思う。

イサキのフィッシュスープとビフテキと野菜サラダ

の夕食は美味かつた。トムはミルクを飲み，私たちは

伊丹空港の免税店で買ったジャック・ダニエルを飲ん

だ。アカヴィツは赤道を往復して来ると上等になるそ

うだが，太平洋を往復したバーボンはどうだろうなど

と言いながら……。

夜に入って北風はますます強い。錨はCQRの35ポン

ド，ケーブルは3分のチェンを50m余り延ばしている

からガッチリしたものだ。やはりこんな錨泊をやるに

は全部チェンのケーブルが安心できる。それでも私た

ちはアンカー・ベアリングを取り，夜中には二度ばか

りデッキへ出て，ショック除けのナイロン・ロープを

錨鎖に付けたりした。

12日の朝になった。曇天で北風は相変らず強吹して

いる。普通は夜半には収まるものだそうだが。アメリ

カで進んでいるのは舟艇無線で，いろいろ便利な事が

できるが，なかでも羨ましいのは24時間流している気

象通報で「サンフランシスコ・パイロット・ステイシ

ョン，北20ノット,1016ミリバール，曇。レイヤス岬

北25ノット……,」という具合だ。これはむろん小さな

受信機ひとつあれば良いわけで，価格も資格も問題に

ならない。この情報だとこの北風はどうやら中部カリ

フォルニア沿岸一帯を吹き通しているようだが，特に

ここドレーク湾周辺が強いようだ。絶好の帰り風，ク

ォータリーですっ飛ばして帰れそうだ。

二人で揚錨にかかる。例のレバーを前後に動かして

鎖を巻き取るウィンドラスだが，これくらい吹いてい

ると結構力が要る。それにワカメのような海藻が鎖に

付いて来るのを外してやるのが厄介だ。途中で二度ば

かりチェンロッカーの中の鎖ほぐしにも下りて行った

りで，結局15分余りも掛ったようだ。ベアポールのま

まで抜錨し，そのまま一気にファーリング・ジブを開

いて帆走に入る。ジブ－枚で6ノット近く走っている。

湾を離れるとさすがに波が高くなって来た。

「ジブだけで行こう，これで十分だ」とランディが言

う。私も5ノットも走っていれば満足する方で，いろ

いろなリスクをかけてそれ以上走らせる趣味はないか

ら話が合う。正午近くになると本格的な北風になって，

風力7，海面はほとんど真白になって来た。波もかな

り発達して2m近く，それに昨日からずっと続いてい

る西からの底うねりが交叉して来るものだから，時々

見上げるような奴が船尾に迫って来る。だがこの船は

どっしりしたもので余りぐらつきもせず，悠然と波に

乗って行く。なかなかどうして，大した船だなと思う。

地味な感じの，かなり排水量の大きい，そしてわりと
へ

船尾幅の広い船で，格別人目を惹く設計ではないが，

この乗り前を見ていると相当経験のある設計者の手に

なったものだろう。

金門海峡に近づく辺りから海面が沸き立って来た。

浅所の上を速い潮流が複雑に流れるらしく，そこへこ

れくらいの波が押しこんで来るのだから無理もないが，

それこそ一面真白になって滝が崩れ落ちているような

三角波の海面があちらこちらに拡がっている。それら

をなるべく避けて行くわけだが，時々その中を突切る

場面も出て来る。あたり一面にしぶきが飛び交い，船

はむやみやたらに振り回される。海峡に入ってからも

風に結構力があり，それに水路に沿って吹き回して来

て,船を押しこんで行ってくれるので助かる。潮もちょ

うど連れて来たところだ。

橋をくぐるあたりまで来ると嘘のように静かになっ

た。メンスルも上げて湾内へ滑り込んで行く。湾内で

は北側のサンフランシスコ・ヨットクラブ沖を中心に

色とりどりのセールの花ざかりだ。湾のすぐ外では今

も北風が吹きつのり三角波が沸き立っているにちがいへ
ないが，2浬と離れてないここではおだやかな陽ざし

の下でスピネーカーの花が咲いている。それは全く別

世界の出来事としか思えない。考えてみるとドレーク

湾往復の30時間に，見かけた帆影は全部で20もあった

だろうか。今，視界にあるセールの数は優に300は越

えるだろう。この二つの世界の対照は余りに鮮やかだ

が，それは登録艇数1600万隻（モーターボートを含む）

というアメリカのボート・スポーツの一面を見事に映

し出していると思う。

(4）

追記：第1部終り。この日の夜航便でミシガンに飛び，

翌日から一週間はマジメに仕事をして，次の週末はま

たニューイングランドでヨットに乗ることになる。そ

れが第2部の予定。

(イラスト：柳沢昭子）
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玄海

だより

北方から福岡湾口を望む

弓症
／弓相ノ島 志賀島

NORC玄海支部広報係片倉静江

し，顔見知りであっても名前さえ知らない人が多勢い

る。この人は役人だな｡…．．と思っていた人が会社員で，

どう見ても商社マン……だと思って話していたら歯科

医だという事がわかったり。艇名と顔だけはつながる

が，個人の名前や職業には無関心で，名前は別として

も職業は知らない方が肩がこらなくていい。私自身間

違えられた事が一度ある。ハムの講習に通っている頃，

出そうな問題にヤマをかけて模擬試験を受けたところ

全部出た／先生が近づいてきて「失礼ですが無線か，

電気関係の御仕事で？」｢いいえ航空会社です｡」「ナア

ルホド。平たく言えば語学系統ですよね？機械とか

電気にあまり強くない．…．．｡｣(全くその通りで,ハイ）

小戸寸描

山道で擦違う登山者と挨拶を交し，四方山話等して

いるうちに話がはずみ，座り込んで話し込む事がよく

ある。専ら山の話やそれに関連する話題で，そのうち

に「では又会いましょう」と別れる。帽子を被ってい

るので顔立ちはあまり記憶に残らず，覚えているのは

話の内容とリュックの色位で，職業はおろか名前さえ

聞かない。或日郵便局の近所を歩いていたら，赤いバ

イクが近づいて来て,「今週も登りますか？よろしか

ったらいつかお話した昆虫の本，山小屋にあずけます

よ｡｣よく見ると山道で話しこんだ登山者で，先方は職

業柄時々私を見かけていたそうでびっくりした。学校

の先生かしらと思った程博学で勉強家の山男である。

山だけかと思っていたら海も同じなので面白い傾向

だと思う。お互いにヨットやレース等の話しかしない

一

週休二日制の便利さから，ヨットの掃除は土曜日の

午前中にする。毎日毎日テレックス，電話そしておし

ゃべりにウンザリしている故か，週末位はあらゆる人

工音から遠ざかりたいと思う。午前中はシーズン中で

も静かで土曜日にかぎって不思議に早く目がさめる。

｢旗硫及び手旗信号で回答中の"てるづき"」
安河内基臣氏撮影
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いつだったか七時頃ハーバーに着いた事があった。

フト見ると三枚の旗が程よい間隔をあけてステイに結

ばれハタめいているヨットに気がついた。その三枚つ

づきの旗の持つ意味も知らず，「虫干しですか？」と挨

拶代りに話しかけたら，「いいえ，今自衛艦に会って挨

拶し帰港したところです｣「？」。Y氏の説明を聞いて，

ヨット・ハーバーにはいろいろな人がいて楽しいと思

った。

月刊雑誌「世界の艦船」に掲載されている自衛艦，

巡視船，客船等の写真を撮影し送付しているそうだ。

又朝日新聞からも，同社が毎年出版している「世界の

船」に掲載する為のネガを借りにくるという鉄の船カ

メラマンである。5才の頃九州大学ヨット部のディン

ギーに乗せてもらったのが病みつきで,その後オープン・

レースに優勝した事もあり，九州ではヤマハ15の一号

艇にもなったその「コークメイト」は今でも健在。大

学卒業と同時に海上自衛隊の幹部候補生を受験したも

のの残念ながら夢破れ，今は海に関係のあるお役所に

勤め，週末はヨッティングや船の写真を撮りまくって
いる人である。

その日会って来たという自衛艦は，昔写真を撮って

あげた艦の艦長が昇格して練習艦隊司令官になり，福
岡県宗像郡津屋崎町にある海の男ゆかりの東郷神社に

詣でる為博多港に入港する途中玄界島沖あたりで是非
会いたいと連絡してきたとか。Y氏のお住まいはその

船の通過を肉眼でとらえられる外海に面した町だが，
そこから車で75分全く反対側のハーバーに来て，ヨッ
トで1時間ばかり機走し湾外に出て自衛艦とランデブ

ーとなる。物静かに語るY氏のお話を聞きながら，私
にはその劇的な場面が想像出来た。

朝もやの立ちこめる凪ぎの玄界灘をスピードを落し

て静静と近づいて来る鉄の船｡Y氏はQ・K．Fの旗旅

信号をスルスルと揚げる｡(Y氏注:QKFはウエルカム

の意味で，現在国際信号には使用されていない｡)自衛

艦からは回答旗0．V･G「汝に感謝す」が揚がる。そ

の日は撮影でもなかったのに全員甲板に整列し,Y氏

に対して海軍の挨拶「帽プレ」をしたそうだ。可愛い

い娘さんの名前「KAYO」の四文字がチョコナンと書

かれた21フィートわずか4トンそこそこのヨットに対

し，鉛色に鈍く光る船体に人を圧する様な白い大きな
ナンバーも鮮かな3,500トンの自衛艦。Y氏がじっと

見守る目前を静かにそして威風堂々と通り過ぎていく

その後姿。写真という一枚の薄い紙を通じて結ばれて

いる男同志の厚い友情に，女性として羨ましい思いだ

った。いつの日か私自身ヘリコプターでその場面の写

真を撮ってみたいと思いつつ，その日は我が艇を磨き

に磨きあげた。

一
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富山県外洋帆走協会競技委員畠山議台

それは低く張りつめた鉛色の重い雲

北風が吹きつけ，波は白くさけ

かもめの鳴き声がなぜか，うら悲しい

そんな日本海，北陸の海 得国

本州の裏日本のほぼ中央に位置し，大きくくぼんだ

湾，暖寒流が交差し，天然の漁場として古くから漁業

が発達してきました。そして大敷網の発祥の地でもあ

ります。又，恵まれた地理的条件から，対岸貿易がさ

かんで，ソビエト，中国，韓国等から輸出入の貿易港，

裏日本最大の富山新港，標高三千メートルの北アルプ

ス立山連峰を背に富山湾が，綺麗に調和しています。

そんな北陸の富山は，近年急速にヨットが発展して

きました。従来の自作艇からプロダクション・ヨット，

あるいはレース艇の購入がめだってきたのも，レース

における戦績が導火線となり，帆走技術やタクティク

スを学んで，レースが充実したものになって行くでし

ょう。

さて，我が富山にはヨットのハーバーがありません。

いままで各漁港の一角でひっそりと停泊していました

が，富山新港内に注ぐ河川は改修工事がゆきとどき，
両岸がコンクリートで出来ているので停泊しやすいた

め，新堀川河口に，いつのまにか身を寄せ，今では県

内の全艇が集結してしまいました。そして悩むもの同

士が，お互いに協力し合い技術の交換や親睦をはかろ

うと，一つにまとまり，富山県外洋帆走協会が昨年春

へ

Iリ

一雪異

皿

新堀川河口に停泊

(6）
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に発足しました。

月例のポイント・レースから50マイル・レース，海

の日の記念日にちなんで帆走パレードや青少年による

体験航海など，多彩な行事を通じて，世間へヨットに

対するスポーツ性をも問いました。

そして，やはり我々の最大の課題であるハーバー建

設問題は関係機関への陳情はしているものの，なかな

か実現しません。地方自治体だけの問題ではないけれ

ども－．

今は暫定的に河川での不法係留。草むらをかきわけ，

肪いをとり，川から流れるごみを取り除かなければ出

航出来ぬのも，精神的にも苦痛だし，河川の氾濫時な

どは大変危険である。やはり整ったポンツーンがあり，

上下架設備があれば，と，又，欲を言えばクラブハウ

スでもあればなお理想であるが－．

隣県にはもうハーバーが設営されているのを見て，

県当局も対応しつつあります。

そして，地方においてヨット・ハーバーがないのも，

ヨット・スポーツの促進がさまたげられているのも事

実でしょう。ヨットが社会的に位置づけられ，そして

スポーツとしての施設の充実が,今後の我々の課題です。

次にヨット・レースにおいてスポーツ性を高めるた

めに，あらゆる気象条件の中での安全な航行，より速

く走るための帆走技術，そして的確なタクテイクスの

研究討論もなされていますが，艇種（自作艇を含む）

が不揃いなためレーテイング数値が非常に暖昧模糊と

しております。他県のレーティングを当用したり，自

作艇には数値を下げてやったり，競技としての公正さ

を欠くものがあります。いや，地方で艇種がそろわな

い以上は，シビアなレースは望めないかもしれません

が，ヨットのスポーツ性を訴えるならば，レーティン

グ数値に疑問をいだくものは少なくないでしょう。そ

して正しいヨットのスポーツの発展は，ハーバー問題

ばかりか，ヨットの大きさ，船型，リグの違いの中か

(7）

蕊

蕊f露

灘f勇舞総a”

富山県外洋帆走協会主催の50マイル・レースの“醤気楼レース”

<コンステレーション〉のレース風景

ら，競うのであるから，公正さがどこに見いだせるの

であろうか。だから人々は“何がスポーツか？”と。

そんなニーズに対応するためにも，これから複雑か

つ精度を要求されるレーティング計測に対処していか

ねばなりません。

以上のような諸問題をかかえる我々協会，これは，

地方でヨット活動している人々の共通の悩みかもしれ

ませんが，ヨットがより良いスポーツとして発展して

いくためにも，献身しなければならない責務があるの

ではないでしょうか。

そんなある日，日本外洋帆走協会計測委員長，島田

氏の来富の折，我々のいだいている問題の一端の解決

方法を見たような気がします。

そして，日本外洋帆走協会及び隣県の協会との調和

をはかり，地元にあったヨット・ライフを築き上げる

つもりです。

日本海，北陸の海はいま厳冬の中，そんなきびしい

海，いつかは春の暖かい海が帰ってきます。そんな時

により充実したヨット・ライフにしたいためにも－。

手

』
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相模湾で,<テイダ〉撮影岡本甫

歌田道教

くテイダ(Uボート35)>は,1978年第4回沖縄・東

京レースに，沖縄の宮古島より勇躍出場した前くテイ

ダ(NOL30)>のオーナー伊志嶺亮氏より依頼され設計

した第5回沖縄ず・カッパーです。

すでに関東水域において，昨年の11月1日進水以来，

5レースを消化し，又，12月末より今年1月初めにか

けての沖縄への回航，そして1月13日沖縄那覇沖で行

なわれたレースを終え，一応の手応えをオーナー，ク

ルー，デザイナーともに得て，今年4月末の沖縄・東

京レースに向け,宮古島にて,渡真利氏のもと，チュー

ニングに，トレーニングにと充実した日々をすごして

います。トレーニングの一環として，3月22日にスター

トするチャイナ・シー・レースにも，クルーのレベル

アップを兼ねて，沖縄のメンバーだけにて出場します。

前置きはこれぐらいにして，レースとUボート35の

特徴から，〈ティダ>とはどのような船かを紹介したい

と思います。

連続ファースト・ホーム,1月13日の沖縄でのレース

でもファースト・ホームを果しております。

そこで，最もこの艇のデザイン・ポリシーの狙いに

近い状況下でのレースであった小網代カップ・レース

について振り返ってみたいと思います。

小網代カップ・レースは11月24日1100,小網代沖合

東西に設置されたスタート・ラインを横切り，大島を

時計回りに回り，小網代に設けられたフィニッシュ・

ラインまで，68マイルのレースです。毎年，北々東な

いし北の強風が吹き,NORCのシーズン最後のレース

でもあり，又，関東支部フリート対抗レースの得点に

も影響するとあって，各フリートより強力な艇の参加

をみます。

今年もスタート時，北々東の風，風速13m/sでフリ

ーのスタートとなりました。スタート・ラインを流す

艇の％がメイン・セールのみで，スタートと同時にス

ピンが揚がるようセットされています。1100，ほぼ時

報と同時に49艇がスタート・ライン－杯に広がってラ

インを切り，各艇趣向をこらしたスピンが一斉に展開

され，一面スピンの花畑です。

ジャスト・スタートしたくティダ〉はスピン・ハリ

ヤード・ウインチのトラブルで，スピンの揚げ終りに

二

レレースのことq

レース出場は，関東で5レース，沖縄で1レースの

合計6レースです。主な戦績としては,11月24日の小

網代カップ・レースに総合優勝,11月12月のSSCRに

(8）
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手間どる。が，なんとかスピードにも乗ってきたよう

だ。

スタート10分後，艇団は大きく2つに分かれた。そ

の一つは大島風早を一本（ラム・ライン）で狙うグル

ープと，もう一つは大島を少し東に離し，ジャイブ後

大島竜王崎に取り付くグループとだ。昨年，一昨年と

は大島の東側を少し離すコースをとったグループから

優勝艇が出ている。〈ティダ〉は一直線。何が何でも

最短距離コースだ。城ヶ島から大島への中間点では，

風速がますます増し,15m/sとなる。うねりも次第に

大きくなり，各艇ハンドリングも大変のようだ。〈テ

ィダ〉のすぐ横を走っていた2トンのくロシナンテ〉

(DOU42)がブローチング。すぐ体勢を立て直したが，

又，ブローチングをしたようだ。この間に‘‘お先に失

礼'′させていただく。

風上側でくサンバードV>を追っていたくビッグア

ップル〉のスピンが真二つに裂け，ジェノアにチェン

ジ。すぐ前をストーム・スピン，シューターで快走し

ていたくローデイムⅥ(T&P44)>もブローチング。こ

れらに小型艇も含めた大ブローチング大会のおかげで，
〈ティダ>は大型艇を一隻一隻と抜いて行く。

我々の前にはくサンバードV(S&S54)>だけとな

った。この時くテイダ〉は,0.75ozのライト・スピン

（フルエリア）と1.2ozシューターとフルメインでバラ

ンスよくサーフィングに次ぐサーフィング。後続艇で

もやはり中間リグのくメルルーサ(％トン)>，〈ローデ

ィムV(%トン)>,<トレーサー(%トン)>,<ブンブン

(％トン)〉が頑張っているようだ。やはり百戦練磨の

兵たちだけのことはある。

いよいよ風早に近づく。うねりがますます悪くなり，

船のローリングも一段と大きくなるが，、､L''が長く，

セール・エリアの小さなくティダ〉は，あいかわらず

安定してサーフィングを続けている。時々バウが水面下

に没して，波の塊がコックピットに迫るが，ドッグハ

ウスに二分され，コックピットまでは来ない。

シート・コントロールは，コックピット前部に1人

が立ち，シューターのハリヤードとスピン．シート．

ウインチを受け持つ。他はすべてコックピット後部で

1人がスピン・シート,1人がメイン・シート,1人

がシューターのシートと，ヘルムスマンだ。レース前

日の夜12時に決まったメンバーでありながら，コント

ロールミスがない。特にくセラビ〉から急這来てくれ

た2人（久野，鎌田氏）は，ピーターソン30で強風の

フリーにはひとかたならぬ苦労をしているだけに，安心

してスピン・コントロールは任せられる。ヘルムをと

る岡田氏とは長年のゴンビなので，何も言わなくても

分りあえるので，このまま充分走り切れるだろう。か

つ，これ以上風が強くなっても，まだストーム・スピ

ンが残っているので気分的に楽だ。おそらく20m/s近

くまでスピンランが可能なようだ。

一度のブローチングもなく，大島の東へ出る。いよ

(9）

いよジャイブをして，スターボードで竜王崎へ突入だ。

初めてのメンバーでの強風下のジャイブは心細いが，思

い切ってやってみる。スピンが少しフォアステイにか

らまったが，まずまずだ。見ている間に竜王崎に接近，

大島の吹きおろしは，相変らず強烈だ。この一激をま

ともに受け，〈テイダ>もついに横倒し，岩場が近いの

で，進水1ヶ月たらずで沈没かと思われたが，何とか

立ち直り,No.3①フルメインで竜王崎通過(1422),34

マイルを3時間22分で走ったことになり，平均速力は

10．3ノットだ。う～ん，設計者としては涙が出るほど

嬉しいスピードである。しかもくサンバードV>に12

分遅れの2番目で折り返しだ。

千波崎を通過すれば，残り34マイルを真上りで走ら

なければならない。3番，4番で通過したくローデイ

ムⅥ〉とく月光V>がじわじわと追いあげてくる。天

候がよくないためか，まだ1530だというのに周囲が薄

暗い。No.3①フルメインではややウェザー．ヘルムが

強いので，メイン・セールを1ポイント・リーフする。

これで艇のコントロールが楽になった。

風早を通過するころには周囲はすでに闇につつまれ，

波に合わせて舵を取るのも楽ではない。時々誤って波

に合わず，大きくパンチングしたり，ワイルド．タッ

ク気味となる。風速は少しづつではあるが増している

ようだ。ヒール・アングルがゴンスタントに25度を越

えるようになった。「セール・チェンジNo,4」と叫び，

すぐに交換に取りかかる。その後，ヒール．アングル

もブローで25～30度，コンスタントに20度を保つ。ヘ

ルムも良く，波風に合わせてコントロールもしやすい。

例年我々が引くコースより少し初島に寄せて走る。風

は10度前後シフトしている。そのたびにタックをくり

かえし、一路城ヶ島を目ざす。最後のタックを完了し

た時，風が徐々に西へ振れはじめ，江ノ島から小網代

まではリーチングとなってしまった。

このレースでの視界は良いようで悪く，もう一つぱ

っとしない。何とかシーボニアのマンションの灯を確

認して一路フイニッシユ・ラインへ｡1～2艇，ヨッ

トらしき舷灯が城ヶ島の方から近づいてくる。大謀網

をうまくかわし，9時59分53秒，無事フイニッシュ。

コミッテイー・ボートに全員で「ありがとうございま

した」。プーとフォグフォーンの音。皆の顔に笑みが

広がる。

例年より気温も高く，前を走っているであろうとい

う気持ちとでがやがや雑談しながらホーム．ポートの

三崎マリーンヘ。帰路34M×1.4=47.6Mを約7時間30

分で走ったこととなり，上りのスピードは約6．3ノッ

ト，ひょっとしたらと思っているところへ，〈月光〉

の並木オーナーから，「お前ら，速かったぞ｣との声。

ひょっとが現実になったのかもしれないと思いつつフ

ィッティング･アウト。航跡図，レース報告書を持って

ゴミッティー・ルームのあるシーボニアヘ。

勝利の気持ちの良さを一度でも味わうと，外洋ヨシ
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ル・スプレッダー，ランニング・

バック，チェック・ステイ付きと

なっております。このマストは比

較的硬く，このためメイン・セー

ルは浅めのものを注文し，マスト

とのマッチングを考えました。一

時非常に深いメインが主力でした

が，現在少しづつ浅いものが使わ

れているようです。

マストが硬く太いので，サイド

ベンド／ペンディング量が少なく，

その分フォアステイのサギングは

防げます。高度なチューニングを

して走る艇はこの下の､､010''でも

良いと思いますが，コントロール

がやはり大変だと思います。マス

ト・トラブルを最小限に押え，か

トの魅力にますます引き込まれ

てしまうのは我々だけでありまし

ょうか。

1
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¥淡､“

鞠
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’Uボート35の特徴q

くティダ〉は日本人が充分性能

を引き出し得る大きさと言われる

％トン・クラスで，外洋での強風

下において充分なる耐航性とスピ

ードをそなえたハンドリングの楽

なクルーザー／レーサーとして設

計された艇であります。その結論

として全長10.5m,幅3.60mとい

う大きなハルに％トンより小さな

ジブで，コントロールしやすいロ

ーアスペクトの大きなメイン・セ

ールという組合せになりました。
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<サンバードV>とくティダ〉ァ〉撮影岡本甫11／"′、己雫』腱』へ!ｰ』’′し，′”

つ，パワフルなリグとしては一応

これで満足しております。

③デッキ・レイアウトについて

デッキはあくまで、､シンプル・イズ・ベスト'′を目

標に，コックピット集中方式を採用しました。これに

より最少乗員である4名でも島回りレースに参加でき

るレイアウトとなっています。

もう少し細部の話をしますと，メイン，ジブ関係の

ハリヤード，リーフ，カニンガム，シート・コントロ

ールはスターボード1号集中させ（7本リード),22番の

ｳｲﾝﾁでｺﾝﾄﾛｰﾙしています｡ｽピﾝ関係バ

ング等（6本）をポートサイド・ドッグハウス上に設

置した22番でコントロールする方法をとっています。

コックピット・サイドのデッキ上には26番のジブ＆ス

ピン・シート用ウインチ，ヘルムスマン後部に26番の

ランニング・バックステイ用ウインチを配置しました。

又，メイン・シート・トラックのコントロールは％

にリダクションし，人の手で容易に上下へスライド出

来るようにしてあります。

他の装置としては，ブーム・バングが雌，メイン・

シートが％，バックステイが％とし，油圧コントロー

ル艇の多いなか，すべてをブロック使用によるコント

ロールとしました。

次に各箇所でのポリシーを記します。

⑭キール・バラスト

アスペクト比の高いフィンキールは，重量を1.40ト

ン（鉛）とし，ピッチング・モーメントを最小限にお

さえるべく，下端20cmはダーミーのプラスチックとし

ました。

又，付け根の厚みは12％，下端で10％と比較的厚め

のキール断面となっています。

②水線巾について

バラスト比が40%と小さめで，かつ重心位置が高い

ため，これをおぎなうべく水線巾を2.82mと,%トン

・クラス・ボートとしては，最大級のものとし，これ

により充分なるホーム・スタビリティーを得ておりま

す。ただ水線巾の増加（ウエッデット・サーフェイの

増加）により，軽風でのスピードに不安を残したので

すが，現在のところ軽風の時のレースでも，他の同型

艇をしのぐスピードがあり，バランスも良く，不安は

完全に消え去っています。

⑬セール面積について

3．5トンの排水量を引っぱるのに必要なエリア(48.5

㎡）はほぼ決まってきます。このエリアを最初に決め，

従来よりUポート・シリーズで使っているフォア・ト

ライアングルとメイン・セールの比率を次に決め，コ

ントロールのしやすさということで，ジブのァスペク

トレシオ(3.1:1)と，メインのアスペクトレシオ

（2．77：1）を決めます。エリア的には今後進水して・

くるであろう新鋭％トン中間リグ艇より小さなものと

なっていますが，その分，ハンドリングが楽になって

います。このコンビネーションは強風下で圧倒的スピ

ードと扱いやすさを乗り手に示すことでありましょう。

（使用セールはHOOD/清水）

⑨リグについて

マストはT&M製，、､013'′と少し太めのものにダブ

へ

以上，かけあしで一通り書きましたが，この艇がレ

ース・オンリーに設計されたものではなく，あくまでも

充実した内装を持つクルーザー／レーサーであること

を最後に記し，終りとします。

◎原稿募集◎

各水域の話題，失敗談，クルージング紀行，写

真，その他何でも投稿大歓迎です。送り先は本部

事務局OFFSHORE係まで。（福本）

(10)
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｢－－－
NORC協会ニュース

P

安全・計測委員会

BULLETINN◎.27（仮訳）

ORCの定例の委員会に関する報道発表に続いて、19

80年のIORルール改正の概要とORCの出版物のくわ

しいプライス・リスト，郵送物のリストを加える。新

しい出版物は近日中に入手出来るようになっている。

1979年6月のブリテン26と共に配布された，スタン

ダード・レーティングを得る手続きに関する記事はI

ORのPartXI,2Dの､､WithintheClassRules'′

の後に加えてある。

特別規定に対して多くの改正が承認され，特に下記

のものは,IORの新しいセール．リミテーション．ルー

ル895と関連して読んで欲しい。

SPECIALREGULATION

10.21(カテゴリー1,2)

積み込まなくてはならないセールの規格は下記の

通り面積の上限を示す。これよりも小さな面積が適

用されるヨットもある。

10.21.1ストーム･トライスル1枚。面積は0.175PX

E以下であること。ブームから離してシーティング

し，ヘッドボード及びバテンがなく，メイン・セー

ルよりクロスが重いものであること。

10.21.2ストーム・ジブ1枚。面積は0.05(IG)2以下，

ラフは0.65(IG)2以下であること，また目的に適した

（荒天時にも破損しない十分な)強さを持っていること。

10.21.3ヘビーウェザー・ジブ1枚。メイン・セー

ルよりクロスが重いものであること。面積は0.135

(IG)2以下で，最も大きなジブと同じ方法で揚げら

れること。（例えばラフ･テープ又はハンクスを用い

て）又，リーフ・ポイントがないこと。

10.22(カテゴリー3,4)ヘビーウエザー・ジ

ブ1枚。10.21．3に準ずる。(又はフォアステイのな

い船ではヘビーウェザー・セール）及びメイン・セ

ール・ルールのリーフ用の装備

GREENBOOK

グリーン・ブックに対しても，多くの改正が承認さ

れたが，これらは下記の通りである。

(11）

セールに関するパラグラフ15に追加

、､又，加えて，ミニトナーを除くすべてのヨットは，
特別規定10.21.1に基づいてストーム・ジブ及びス

トーム．トライスルを，特別規定10.21.3に基づい

てヘビーウェザー・ジブを積まなければならない。

ミニトナーは，特別規定10.22に基づいてヘビーウ

ェザー．ジブを積まなければならない。

6.2.C(改正）

2つのオフショア・レースは昼間行なわれるように

計画しなくてはならない。ショート・オフショア・

レースは約8時間を要するように計画し，ロング・

オフショア・レースは約12時間か，それ以下を要す

るように計画しなければならない。

6.3（追加）

ミニトン．クラスのショート・オフショア・レース，

ロング．オフショア・レースを除き，タイム.リミ

ットは設けない。

1980年IORルール改正の概要
BULLETINNo,27のAPPENDUX

102(追加）

DSPLが2205ポンド(1000kg)以下のヨットに対す

るﾚｰﾃｲﾝダ証書には､昼間のｶﾃゴﾘｰ4のレ

ースに限る'′と書かなければならない。

108.2(追加）スタンダード・レーテイング

ヨットがスタンダード・レーティング（Ⅷ参照）を

持っている場合，オーナーは，その船がいつでもク

ラス．ルールに適合しているようにする義務を有す

る。ヨットにクラス・ルールで認められていない改

造が加えられたときには，オーナーは計測委員会に

報告する義務があり，レーテイングはただちに無効
になる。

110.3ハルの修正の期日（追加及び書き替え）

ヨットのハルの形を任意に変えたとき，それが下記

の部分の寸法を再計測によって確認する必要がある

ときには，寸法を変えたかどうかにかかわらず，ハ

ルを修正した期日を申告しなければならない。（ダ

メージを受けて必要な修理をして元通りにしたもの

は，この条項から除かれる。計測によるパンフ。を元

の状態に戻すのも同様である｡)ハルを修正した期日

は再計測の期日とし，この再計測はルールに基づい

て行なった以前の計測で得たものを省略せず，完全

な全計測を行なわなければならない。検査の対象に

なる寸法は,VHA,BHA,VHAI,BHAI,AGO,

FGO,GSDF,LBG,CMD,MD,OMD,FD,B,

BWLをハルの寸法として計測する,ESDSの再計

測が要求される。

202.2H(追加）

（ヨットがその後，帆走指示書に従って予備のアン

カーを積まなければならないときには，レース中は
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アンカーを一番前のマストの前に固定しておかなけ

ればならない｡）

311.1(入れ替え）

C.側面の通常FIGSにホローがある場合には，そ

れをブリッジしなければならないが，ブリッジの

上端はFGSより前になってはならない。FIGS

は側面の下の接線に設け，ホローのブリッジには

真直なものを用いる。計測したガースの長さと，

0.75Bの差はGirthDifferenceForwardlnner

(GDFI)として記録される。

GDFI=ガースの長さの測定値-0.75B

FIGSが311.1Bで定められた通りなら,GDFI

はゼロと記録される。311.1Dが適用されるなら，

GDFIはマイナスになることもある。

D.バウにバルブがあるヨットや,FGSがステムの

ホローになっているところにある場合には,FI

GSはルール311.1Cに基づいて計測される。例

外として，バルブが通常のFGS(0.5B)より前に

ある場合には，バルブの先端をFGSの位置とす

る。加えて,GSDFは0.0とみなし，よってFOC

もゼロとなる。この後者の場合,FF,FFI,FJ

は，普通のデッキのシアー・ラインの先端に対し

て計測しなくてはならない。

320.3A(追加）

メジャラーは0.1Bの半径をさがし，このような半径

がないステーションを見つけなければならない。し

かし，これはBMAXステーションの前後に0.25LO

Aの範囲内でなければならない。BMAXステーショ

ンから，このステーションまでの距離を前後にそれ

ぞれSBWF,SBWAとする。

332.7（追加）

AOCPを計算するとき，

(FA-VHA-0.018LBGC)がマイナスなら,A

PSLは6．0をこえてはいけない。

(FA-VHA-0.018LBGC)がプラスなら,AP

SLは4.0をこえてはいけない。

802.6（入れ替え）

B.特に下に記したものを除いて，荷重を加えてフ

ォアステイの長さを調整する装置は認められない。

普通のターンバックル，トグル，リンク，プレー

トは認められるが，これらはレース中に調整して

はならず，偶然に調整されることのないように，

完全に固定しておくか，しばっておかなければな

らない。マストは，ゆるんだバックステイのバラ

ンスを保つためには，ヘッドセール・ハリヤード

と，それに合うウインチだけを用いて固定させな

ければならない。

C.Bの例外は，マストヘッド・リグのヨットで，

全部のスプレッダーが明らかに後傾しているもの

である。この場合，フォアステイを調整してもよ

いが，マストより後ろのステイはレース中調整し

てはならない。

816.5(追加）

ジブのラフの長さはJIG2+J2を越えてはならない。

(IG=0.0のときにはIを用いる）
846.2（追加）メイン・セール・ヘッドのペナルテ

ィーの規定

P+BAD－0．04B+TCIが0.961以下なら(スクーナ
ーでは0.96(IS+BADX)),PCを計算するとき

に，この差をPに加える。

322（追加）

VHAは，ヨット後部のランのスロープの概算に用い

る。バーティカル・ハイ卜(Verticalheight)とは，

シアー・ライン，又はそれに類するものから，ヨッ

トの船体の最も低い部分までの縦方向の長さで，セ

ンター・ライン上で計測する必要はないが，普通，

同じバーティカル・セクションで計測する。 へ

2．VHA

A.船尾のガースをルール307に従って計測する

場合,VHAはシアー・ライン及びそれに類する

ものから，ハルの最も低い部分までの縦方向の

長さをAGステーションで計測したものである。

B.船尾のガースをルール308に従って計測する

場合,VHAは2カ所で計測しなければならな

い。バーティカル・ハイトはシアー・ライン及

びそれに類するものから，ガースを決める時に

用いる0.04Bバトック・ラインまでを計測する

ものとする。これに，ガースの計算部分を決定

するときに用いるトライアングルの縦の長さの

計算値を加える。

3．VHAI

A.両方のガースがルール307に従って計測され，

AIGSより後ろの側面にホローがないときには，

VHAIはシアー・ライン及びそれに類するもの

から，ハルの最も低い部分までの縦方向の長さ
をAIGステーションで計測したものとする。へ

B.船尾のガースのいずれか一方が，ルール308

に従って計測されたか，又はAIGSより後ろの

側面にホローがあるときには,VHAIはバトッ

ク･ハイト(buttockheight)及び下記の323の方

法で計算する。

323．（書き替え）

バトック・ハイトは，ヨットのスタンのスロープの

概算に用いられる。これは船尾のガースのいずれか

一方がルール308に従って計測されたか（ガースは

スケグの上で計る)，又はAIGSより後ろの側面にホ

ローがあるときに計測する。

326．（追加）曲率

ヨットのハルの両側の曲率はディプス．ステーショ

ン(depthstation)のシアー・ラインの下のBMA

X/6から，キール又はセンター・ラインまでの間

でチェックしなければならない。このチェックには

(12)
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ORCが認定した特別な器具を用いる。

A.ForwardDepthStationでは，曲率が0.1B,

0.4(ft)以下のものが見つかった場合,CCFの

値は0.01Bとする。

B.曲率が0.1B以下のものが見つかった場合，最

も近いポイントのCCC,CCM,CCOの修正値は

0.005Bとする。

C.適用

l.メジャラーは，制限以下の曲率を見つけた場

合，修正のために適当なdepthを指示する。

計算する者はimmerseddepth(335参照）を計

算する際適当な修正値を用い，適当なdepth

で修正したことを記録する。

ll.修正が指示されなかった場合,CCF,CCC,

CCM,CCOはゼロになる。

lli.FDSからAGSまで走っていたり，センター

・ラインに入り､込んでいるチャイン上に，とが

った曲率がある場合には，修正は適用されない。

335（修正）

FDI=FD-FFD-CCF

MDI=MD-FMD-CCM

CMDI=CMD-FMD-CCC

OMDI=OMD-FMD-CCO

836（書き替え）メイン・セールのプット

1.メイン・セールのプット(E)はブームにそって

マストの後ろ側のトラックのベース，又は，ラフ

・グローブが使用されている場合には，ラフの前

側からセールがとりつけられる最もうしろ端まで

を計測する。この後ろのポイントがブーム・エン

ドより内側にある場合には，ブームのまわりに1

インチの計測バンドを設け，その内側をポイント

とする。

851.3(追加）

ストーム・トライスル，これはルーズフィットのメ

イン・セールと区別するために，最も小さくリーフ

したメイン・セールより小さく，非常な荒天の中で

用いることのできる強度を持っていなければならな

い｡(特別規定10.21.1参照）

890.3(追加）

1本マストのヨットに対して

RSAL=1.3RSAM

895

セールに制限のないレーテイング45ft以上のヨット

を除いて，レース中に積めるセールの数は下記の制

限を越えてはならない。

1．メイン・セール1枚

予備のメイン・セール1枚（､851.2に従う）

ストーム・トライスル1枚(851.3に従う）

ストーム・ジブ1枚（面積(MSA)が0.05(IG)2

以下，ラフが0.65(IG)2以下のもの）

ヘビーウェザー・ジブ1枚クロスの重さがメイ

(13)

ン・セールより重く，面積が0.135(IG)2以下で,最

も大きなジブと同じ方法であげられるもの（例え

ばラフ・テープ又はハンクスを用いて),リーフ．ポ

イントのないもの。

2．上記に加え，ヨットは各々のレーテイングに従

って，ヘッド・セールを積んでもよいが，下記の

表の数を越えてはならない。

レーティングジブセールスピネーカー

16.0-16.5ft42

16.6-22.9ft53

23.0-28.9ft64

29.0-32.9ft74

33.0-39.9ft85

40.0-44.9ft96

ナショナル・オーソリティーは,1.1J以下のLP

Gを持つジブの数については制限をとり除いても

よい。

3．2本マストのヨットは上記に加え，次のものを

積むことができる。

A.RSAYのヨール，ケッチ

ミズン1枚，ミズン・ステイスル4枚

RSABのスクーナー

フォア・セール1枚，マストの間にセットす

るセール3枚

B・RSAGのスクーナー

フォア・セール1枚

4．このルールの目的上，ガフ・ヘッドのついたセ

ールにトップ・セールを合わせて,1枚と数

える。

1005.3(修正）

A・FBISとFJSがわかっている場合（スタンダー

ド，又はオリジナルのフリーボードで）

『BI=FBIS-SINK+TRIM(SW~FGOl

"~FJS-SINK+TR"WCO)
又は

B.FBIMとFJMが水上で計測された場合，

FBI=FBIM

FJ=FJM

FBIS-FBIM+SINK_TRIM(SFMFGO!

FJS=FSM+SINK_TR1M(SWCO|
1980年1月以降のハル．デイトのヨットでは，

FJはFF+LFF-FIrll×(FGO-SFJ)以下で
GSDF

なければならない。

1202

、､BCORshallbethegreaterofBWLor0．8

B''を削除し，以下を入れる。
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BwL｣-:(3"+IM惜柵')か08，
の小さい方

BWL1<BWLならBCOR=BWLとする。

BWLl>BWLならBCORはBWLlとする。

1204.2（修正）

レベルをヨット上に縦にとりつけ，バーティカル・セ

ンター・プレーンを示す。次に,バーティカル･セン

ター・プレーンが水平になるまで（ヒール・アング

ル90｡）ヨットを倒す。下記の式で計算した重さWを

Iの上端に加える。この重さがささえられれば合格

で,重さが増すに従ってヒール・アングルが90.を越
えるものは不合格である。

まり,1400から，日本小型船舶検査機構中国支部長の

清水光政氏の御挨拶につづき，船検についてのヨット

マンとの質疑応答があり，日頃いろいろと疑問に思っ

ていた点を清水氏の的確なる答により，30分ほどでは

ありましたが，得心がえられる有意義な答弁でありま

した。これに引きつづき，いよいよ,1430より私の話

となった次第です。話の内容といたしましては，支部

として今後JOR(ジャパン．オフショア．ルール）

を支部レースにどのように生かすかということで,J

ORの説明,NORCが製作している資料(IOR和

文，外洋レース規則,JOR資料，グリーン．ブック

和文，安全規則)等の各レース（レベルレース，支部レ

ース，本部レース，特別レース）とのかね合いといい

ますか，使い方の説明をいたしました。つぎには,N

ORCの安全検査とJCIの船検との兼合いの説明と

なりました。この議題が各オーナーにとって最も身近

な問題だけに，質問も一番多かったようです。いろい

ろ考えさせられる質問もとびかうなか，講習会終了の

時間も近づき，最後に，最近の艇の性能向上と操船の

話をして,13日の講習会は無事,1700に終了いたしま

した。このあとI階ロビーで夕食会と，細部の問題

点の討議が会場外で終ることなく続くのですが，それ

だけ西内海方面の方々のヨットに対する情熱の大きさ

が感じられ,床についたのは午前1時だったと記憶して

おります。NORCといたしましても，貴重なるいろ

いろの御意見を，何とか今後も会の運営上に反映させ

ていきたいと思っております。又この講習会を開くに

あたり，関係各方面との交渉に御尽力していただきま

した会員各位にこの紙面をおかりして，厚く御礼申し

あげます。なお私はこのあと,14日(月),単身にて広

島以西のハーバーの実状をみるべく，徳山地方まで足

をのばし,15日帰京したしだいです。

（歌田道教）

海事法令指導講習会報告‘/,〃

近畿支部講習会

近畿支部の講習会は去る1月12日(土)と13日（日）の

両日にわたり琵琶湖畔で行なわれた。12日は1300より

湖畔に建つ琵琶湖ホテル会議室にて，配布資料の説明

から計測，安全検査，外洋レース・ルール，等盛り沢

山の内容となった。

まず,1300～1730までは，今年度より支部主催レー

スに使用するJOR計測のルール，及び実施方法につ

いての説明で，聞く方も話す方も，熱心さのあまり，

夕食の時間を忘れるほどであった。

1830～2100までは，安全検査及び船検との兼合いに

ついての話となった。船検は幾度も支所の検査官の説

明を受けている為，話もスムーズで，こちらの方は予

定時間内に説明会は終了した。

13日は朝から雪が降り一面の銀世界の中，講師とし

て12日より琵琶湖にはせさんじてくれた大阪の飯塚功

次，田中龍雄両氏により実技の講習会となった｡船にさ

わるのすら寒い一日を両講師及び参加者は休むことな

く，夜lO時までもくもくと技術修得にはげんだとのこ

とでした。

この講習会を成功させるべく御尽力いただいた，近

畿北陸支部の三井祥巧，山添達雄，深田敏雄の各氏，

又私が13日西内海支部の講習会に出席すべ〈琵琶湖を

立ったあと、講師として頑張ってくれた田中龍雄，飯

塚功次両氏に，お礼を申し上げて，講習会の報告と致

します。

（
』

（
『合同委員会報告

安全委員会武市俊

一昨年の全国合同委員会は，船検の実施を直後に控

えて，安全関係では多くの時間をこの問題の討議にさ

かれたが，船検も一応軌道に乗った感もあり，今回の

合同委員会はORCの特別規定の本年度改正に関する

説明のみしか特に議題はなかった。

ORCの特別規定は，昨年度のファストネット・レ

ースにおける事故から，かなりの改正が予想されたが，

結果は基本的な条件の条項の整理と，表現をより具体

的にした事と，従来からあったストーム・ジブの規定

に加えて，ストーム・トライスル，及びストーム・ジ

ブのワンサイズ上のヘビーウェザー・ジブの規定が加

わった事が主な改正であった。

この外にやや注意をひいたのは，ティラーの予備を

西内海支部講習会

西内海支部の講習会は1月13B(日),広島市内，空

港近くにあるダイヤモンドホテル会議室にて，午前中

のフリート・キャプテン会議にひきつづき開催されま

した。

まず,1300～1400まで,78年％トン・ワールドのビ

デオ及びパンナム・クリッパー・カップの映画にはじ

(14)
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1981年シングルハンド

太平洋横断ヨット・レース

昨年より実行委員会により準備がすすめられていた

レース告示が完成，去る12月20日国内関係先ならびに

今回のレースのスタートとなる協力先のサンフランシ

スコ・ヨットクラブ等へ発送した。また参加に興味を

よせている人達にもそれぞれ配布した。

これらの作業に先だち、去る12月6日主催者側のP

I博協会は神戸市政記者クラブでプレス・リリースを

用意して記者会見を行ない、運営者側のNORCの実

行委員会は1月7日（レース申込書請求締切日の丁度

一年前）に東京・代々木体協記者クラブにおいて，秋

田博正実行委員長，大儀見薫副委員長が記者会見をお

こなった。翌日の主要紙には大要が掲載されている。

実行委員会は現在のところ、約20艇の参加を予測し

ているが，この中には，既に参加の意志表示している

前回の参加者D.White氏（アメリカ）と西独からの1

名が含まれている。

レース告示

持つ事ロープの付いたバケツを2ケ持つ事を義務付

けられた点で，大きな改正はなかったが，そこここに

ファストネットの教,ｿ||が生かされている事が感じ取ら

れる。

この改正については次号に掲載する予定である。

尚,本年度の安全委員会は,ORC及び船検に関わる

安全備品の整備,ORC及び船検にプラスした日本の

国状に合ったNORCの特別規定の整備，ファストネ

ット・レースの事故調査報告書を安全の面から分析検

討し，レポートを作成する事を主な事業としたいと考

えている。

安全委員会からのお知らせ

現在8m以上の船はほとんど船検を受け終り，今年

(15)

コースと日程1981年6月7日（日）サンフランシス

コ湾から神戸PI博沖約4,880浬

参加資格1.参加者は800浬以上の無寄港単独航海を

完了し、これを充分証明しうる根拠を有すること。

2．参加艇は完全な復元力を有し,IORマークⅢ

Aの28.0フィート以下の有効なレーティングを所持

し,.fL''の計測値が7.2メートル以上ある完全な耐

航性のある艇であること。

ルールI.Y、R,U.レーシング・ルールと本レース

帆走指示書ならびに特別規則による。

安全規則本レースの特別規則および帆走指示書によ

って修正されたORC特別規則カテゴリーIによる。

無線通信機及び電子装置送受信無線通信機による定

時通信が義務づけられる。送受信機の型式，無線通

話内容，周波数，通話時間に関しては後日決定後通

知する。レーダー，ロラン，オメガ，電動自動操舵

装置，ファックス受信機は使用してはならない。ま

た自艇の位置その他レースに有利となる情報を他か

ら得てはならない。

補助エンジン静水面で征（フィート,IOR601に

定義）ノット以上のスピードで艇を推進させること

ができる固定式エンジンとプロペラを必要とする。

スポンサー各々の参加艇にスポンサーがついてもよ

い。しかしセール，ハル，レース中の乗員のユニフ

ォームにトレードマークをつけてはならない。

参加申込書の請求締切参加申込書の請求にあわせて，

参加者ならびに帆走中の参加予定艇の白黒写真（光

沢があり8×10インチの大きさ）をそれぞれ5枚を

、添えて1981年l)17日迄に下記へ送付すること。

参加申込の締切参加申込書は，申込料25,000円を添

えて1981年4月7日迄に下記へ提出すること。

申込先東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル

社団法人日本外洋帆走協会

3月31日までに残る8m以下の船も船検を受けること

となっています。皆様もよく御存知の通り，船検備

品とNORCの安全検査の備品の間には，一方で持つ

ようになっていても一方で持たなくてよい備品が数点

ありますが、このような折，オーナーにとって一つ朗

報があります。船検の中で，カテゴリーにより搭載義

務のありました救命浮環(1～2個）に代用できる馬

蹄型ブイの型式承認品が出来あがったことです。この

ことはオーナーにとって両方持つ必要がなくなり，航

行区域により写真の馬蹄型ブイを最大2個積めばパス

いたします。

<ルール>NORC安全検査ライフリング(馬蹄型）

カテゴリー(1)は2ケ以上，カテゴリー(2)～(3)は1ケ

以上(11.51と11.52)

船検の法定備品，小型船舶用救命浮環，平水，限定沿

海－1個。沿海，近海及び遠洋－2個



OFFSHORE昭和55年2月15日第58号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

船舶検査機構

らの呼びかけ

ヱ
。
窟
醍
緬
識
蓉
池
朋
郡
叩
鐸
孝
一
健
率
函
緋
麺
乖
日
発
行
）

I

I

l
(JcI)日本小型

か 呼 ナか（

オーナーならびにクルー各位には既にご承知

と思いますが，全てのクルーザー・ヨットは昭

和55年3月31日までに船検を受けなければなら

ないことになっており，余すところ期限までに

日数が迫っているので，まだ検査が終っていな

い艇は期日までに船検を受けるよう強く呼びか

けている。

なお詳細については，各地方のJCI支部，

支所にお尋ねいただきたいとのことである。

<備品（写真）メーカーの紹介〉

このように両方のルールに流用できる備品は，我々

ヨットマンにとっては、大歓迎なはずです。型式承認

番号（第1504号）の馬蹄型ブイは，下記の所が総販売

店となっております。問い合せてみてはいかがでしょ

うか。

問い合わせ先

東洋物産(株)TEL(03)403-1471

住所渋谷区神宮前1-17-5

なお料金はブラケット，シーマーカー，笛付きで，

20,000円を予定しているとのことです。

代議員会委員
へ

昭和54年12月26日付け，東海支部選管委員長から下

記の代議員報告が会長あてにありました。

田中義夫，大矢隆二村昭治，松本太一，鈴木幹夫，

山田邦彦，寺本康郎，阿部嶺男，田中匠，小林義彦，

重盛忠誠，鈴木弘（以上12名）

昭和55年1月7日付け，駿河湾支部選管委員長から，

代議員浅井一省氏の辞任に伴ない予備代議員の大倉治

雄氏を代議員とした旨，会長あて報告がありました。

本誌56号でお知らせした関東支部代議員のうち，安

達達郎を安原達郎に訂正致します。船舶安全法施行規則一部改正のお知らせ

運輸省では船舶安全法施行規則のうち，第2条2項

（検査の適用を受けない船）について，昭和54年10月

9日省令第40号及び告示第568号を公布し，昭和54年

10月20日から実施することとなりました。

この省令改正及び告示は，小型船の事故の少ないこ

とと，使用者からの要望を踏まえて定められたもので

あります。

検査対象から除外されるものは次のとうりです。

l.次の①，②，③のいずれの要件にも適合するもの

①3名以上の人の運送の用に供しないこと。

②船外機の出力が5馬力以下（船の長さ5m未満),

又は10馬力以下（船の長さ5m以上）のこと。

③湖，ダム，せきなどで流水が貯留されている川の

水域で面積が50km2以下のもの,又は，能取湖，屈

斜路湖，風蓮湖，洞爺湖，小川原湖，浜名湖，宍

道湖，中海，浦ノ内湖を航行する場合。

2．長さ1.5m未満の船舶で推進機関の連続最大出力

が2馬力未満のもの。

3．推進機関を有する他の船舶に引かれ又は押されて

人の運送の用に供する船舶にあっては，引かれる船

又は押される船の長さが5m未満では10馬力以下，

5m以上では20馬力以下で上記①及び③の要件を満

すもの。（歌田道教記）

第24回通常総会のお知らせ

きたる2月23日(土)本年度の総会が開催されます。

代議員会が取り入れられ定款が改正されてからの初の

総会ですが，是非ご出席して下さい。

なお総会資料は既にお手元に届いていることと存じ

ますが，ご出席されない方でまだ委任状を出していな

い方は記名押印の上直ぐご投函下さるようお願いしま

す。

なお当日の予定は，13時第74回理事会，15時第1回

全国代議員会，17時から通常総会を開きます。

場所；新橋から地下鉄虎ノ門下車，船舶振興ビル。

へ

OFFSHORE第58号昭和55年2月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価100円（郵送料25円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話．東京03(504)1911-3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷廣済堂印刷株式会社
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昭和55年2月15日発行第58号

Ⅳ、関東支部フリート沿岸レースの開催日

l)横浜フリート沿岩レース

開催日：未定。

2）佐島フリート沿岸レース

開催日：9月末日を8月17日旧)に変更した。

以’

レース委員会

1980年度外洋レース主要改訂事項について。

1980年度外洋レース（本部主催レース・関東支部主

催レース・関東支部フリート主催沿岸レース)-OF

FSHORE2月号No.58付録一覧表参照一の主要改訂

事項は下記の通りです。

記

I.本部レースの担当／スタート／開催日／コース

1）沖縄・東京レース

スタート：4月29日1000を1200に変更した。

2）洲本・小網代レース

本年度は開催しないことにした。

~3)江ノ島.清水ﾚｰｽ
スタート：7月第2金曜日1800を第2土H&』H1000

に変更した。

4)1980年ミニトン／クォータートン／ハーフトン／

スリークォータートン／ワントン全日本選手権レー

ス

机当：各トナー協会及び内海支部とした。

コース：瀬戸内海～紀伊水道の海域に定めるコ

ースとした。

開催H:9月13日(上)～15日(月)及び9月20日(け～

23日(火)とした。

1980年レベルレース・スプリング

シリーズのお知らせ

下記により198()年レベルレース・スプリング・シリ

ーズを開催致しますので奮って御参加下さい。

記

1.日程3月29日(｣j!オリンピック・コース．
3月3()日(H)lレース

4月5日(土)150マイル・レース
4月6日旧)i(1980年初島レース）

Ⅱ、コース相模湾に定めるコース

Ⅲ参加資格IORMARK－ⅢAによる有効なレーテ

ィングを有し，かつ，安全規則カテゴ

ORC-3及びNORC-B以上によ

る安全検査に合格している艇。

詳細については実施要領参照のこと。

Ⅳ、申込場所．申込み締切日

NORC本部3月19日（水)1700

Ⅱ、関東支部レースのコース／スタート／開催日／参

加資格／レース参加料

l)大島・神子元島レース

コース：小網代→大島電々ブイ（時)→神子元島

（反時)→小網代を小網代→大島(時)一・

神子元島(反時)→小網代に変更した。

2）三宅島レース

幸一参加資格:JORI～VをI～Ⅳに変更した。
3）大島・初島レース

開催日：9月2711(上)～28H({1)とし，八丈島レー

スと重複しない期間に変更した。

4）フリート対抗レース

レース参加料:1チームにつき20,000円を30,000

円に変更した。

Ｖ
１
２

出艇申告・艇長会議

日時3月29日(_|:m730～0830～0900

場所シーボニア・ヨット・クラブ・キャフ

テンズ．ルーム

必要書類所定の出艇申告言

参加料l艇につき12,00()円

３
４

Ⅵ、賞 各トナー第1位優勝楯

各トナー第1位～第3位賞状

Ⅶ表彰式及びパーティー

表彰式及びパーティーの詳細については

一協会より，別途通知致します。

各トナ

Ⅲ本部・関東支部レースの申込み締切日

l)沖繩・東京レース

申込締切日：スタート2111前の4月8日とした。

江ノ島・清水レース

申込み締切日：スタート1311前の6月27日とした。

鳥羽パール・レース

申込み締切日：スタート14[1前の71111日とした。

2）｜記以外の本部レース及び関東支部レース申込み

締切|｜は従来のスタート8H前の金llfl-|をスタート

10[I前の水咄日または木ll#』日に変更した。

Ⅷ．問い合わせ先

八木慶助

（％トン担当）

鎌田稔

（％トン担当）

三宅智久

（％トン担当）

",｜自宅03-492-4884

'IL1勤務先03-584-2351

『mj自宅045-774-0985
'し↓1勤務先03-265-4311(内528)

IEL喝誘f,剛柵内5鵬，
以上
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玄 海支部レス外洋レース

スフ･リング．レガッタ オータム・レガッタサマー・レガッタ玄海ウィーク
第1回

沖の島レース

第2回

対馬レース

第2回

蓋井レース

レース

ショート･

オフショア

レ－ス

オリンビグ・

コース．レース

小呂ノ島

し－ス ’
インショア・

レーース

オリンピック．

コース・レーース

ロング．

オフショア

レース

オリンピック・

コーース.レーース

オリンピック・

コース.レーース

インシヨア

レース

オリンヒ診・

コース.レース

ｵーﾘﾝビｯｸ・

コース.レース

小呂ノ島

し－－ス

インショア

レーース

長間瀬レース項目

支部帆走委員会担当
’

０１
ｊ
○
Ｌ

◆
略
■

、
●
〃

優 勝杯

、

爵10 ０１
戸
■
、

Ｆ
ｎ
ゆ

、
甲
グ10

馬
戸

浬

対
小
０

戸
一
一
四

小 小戸

～蓋井島
～沖の島

～烏帽子島
～小戸

145浬

小戸

～沖の島

～壱岐島

～小戸

120浬

瀬
礁
戸

間
吐
理

戸
長
粟
小
３

小
一
一
一

小戸～相島

～小呂島

～烏帽子島

～小戸

63浬

小戸

～沖の島

～烏帽子島
～小戸

90浬

博多湾に定

めるオリンピ，

ク・コース

島
戸ノ
浬
呂
０

戸
小
小
４

小
一
一

博多湾に定

めるオリン

ピック･ｺｰｽ

博多湾に定

めるオリンピソ

ク．コース

博多湾に定

めるオリンピッ

ク．コース

博多湾に定

めるオリン

ピック・コース

博多湾に定

めるオリン

ピック・コース

博多湾に定

めるオリン

ピック・コース

コース

10月5日(日

0900

10月19B(B)

0900

9月13日出

2400

11月22日出

2400

5月3日鯛

0900

5月3日網

1800

11月l日出

2400

4月6日（日）

lOOO

4月26日出

1800

4月29日鯛

10()0

5月18日(日）

0900

6月1日(日）

0700

6月15日(日

0900

7月6日(副

0900

9月7日(日

0900

3月2日（日）

1000

3月16日(印

0800

スタ－卜

支部

9月7日旧）

1800

支部

6月1日旧）

0800

支部

6月15日旧）

1（〕00

支部

7月6日(日）

1000

副
０
１
０

文
ロ
日
０
５
０

支
明
１
１

支部

10月19日(日

1000

支部

10月26日(印

1700

支部

11月16日(団

1700

支部

4月6日旧）

0900

支部

5月18日(印

10001

支部

9月7日(副

lOOO

支部

3月2日(日）

0900

支部

3月16日(日）

0700

支部

4月20日(日）

2400

申込み

締切日

ざ／ ／
連絡会議

／ ／

卜
・
一
日

ソ
ノ
ロ
］

ヨ
ー
テ
０

戸
〈
明

〕
１

，ノ 卜
・
一
日

ソ
ノ
ロ
］

ヨ
ー
テ
０

戸
〈
明

〕
１

，ノ

．
一
日

●
ト
ー
く
Ｊ
１
、

ツ
／
ロ
］

ヨ
ー
昭

一
Ｆ
〈
月

１
９

／

．
一
日

●
ト
ー
く
Ｊ
１
、

ツ
／
ロ
］

ヨ
ー
昭

一
Ｆ
〈
月

１
９

／

。
－
出

ト
ー
ミ
ソ
ノ
ロ
］

ヨ
ー
勺
１

戸
〈
頂

小
１

。
－
出

ト
ー
ミ
ソ
ノ
ロ
］

ヨ
ー
勺
１

戸
〈
頂

小
１

」
一
出

釧
（
日

ヨ
ー
翠

戸
ハ
唄

小
１

」
一
出

釧
（
日

ヨ
ー
翠

戸
ハ
唄

小
１

．
一
日Ｉ

衆
？
〈
曰

ヨ
ー
（
０

戸
〈
ロ
刀

、

１
７

／

．
一
日

ハ
パ
日

ヨ
ー
向
ｆ

戸
ハ
ロ
刀

、

１
９

／

．
一
日

ハ
パ
日

ヨ
ー
向
ｆ

戸
ハ
ロ
刀

、

１
９

／ 小戸ヨット・

ノ、ーノ､－－

10月19日日

小戸ヨット・

ノ、ーノ､－－

10月19日日

．
｜
出

○
ト
ー
寺
、

ソ
ノ
ロ
］

ヨ
ー
６

｜
程
〈
鹿

〕
４

ノ

．
－
鯛

ハ
パ
日

ヨ
ー
ヘ
ｄ

戸
〈
月

』
５

、ノ

．
一
日

Ｕ
ト
ー
心
、

ツ
〆
ロ
］

ヨ
ー
８１

Ｆ
〈
明

／ 小戸ヨット・

ノ､一一〆く一

6月1日旧）

卜
一
日

シ
バ
日

ヨ
ー
５

戸
〈
即

』
６

ノ小戸ヨット．

/、一一／<－

4月29日鯛

小戸ヨット・

〆、一一ノ､－

5月3日網

．
一
日

小
（
副

ヨ
ー
２

戸
《
月

小
３

ト
ー
日

シ
バ
日

ヨ
ー
６

戸
〈
月

小
４
．
一
日

ト
ー
ミ
ツ
ノ
ロ
】

ヨ
ー
〈
ｂｌ

炉
〈
銅

出艇申告

及び

艇長会議
0900～’0900～’0900～’0900～’1700～’1600～’1600～0900～ 1700～1700～ 0900～’0700～ 0900～ 0900～ 1600～ 1600～0900～ 0900～0900~ 0900～ 1600～ 0800～0700～

＜ レーティング JOR

参
加
資
格

%TONNER以上路TONNER以上路TONNER以上クラス ％TONNER以上％TONNER以上 ％TONNER以上％TONNER以上

ORC－2ORO－3安全規則

※10

詳細については実施要領または帆走指示書参照。

（玄海支部092－851－5744）

考備



.

(3)

西内海支部し外洋レース 内海支部レース ス

第3回

ポイント･レース

第13回第1回

ポイント.レース

別府レース（安芸灘ﾚｰｽ）

第2回

ポイント･ﾚー ｽ

(ｲﾝｼ含ｧ.し均勾

第4回

ポイント.レース

,安居島、
ﾗｳﾝﾄもﾚースノ

第5回

ポイント･吟ス

(ｵIﾉ鼻ご〃・
コース･レース）

回
》
国

評
枠
蓉
張
やく

第6回

洲本･五ｸ所

レーーズ

第3回

別府・洲本

レース

第4回
ﾐｯｻｰﾏｰ

ｮﾉﾄ･レガ〃，
レー』ス

比22

ポイント

レー畠ス

第5回

「舵」特別

し一ノス

第6回

オレンジ．

ｶｯブﾚｰ垂

第4回

マスカット･

し－ス

第23回

紀伊水道

L／一ス

第4回

スプリング‘

ﾖｯﾄー ﾚ冗〃
レームス

第7回

SKKカッフ

レース

閲23

ポイント

レー.ス

。
ｍ
ユ
ズ

皿
皿
一

Ｂ
Ｂ
し

叱25

ポイント

レース

叱6

シンク5ルハント

レース

恥24

ポイント

レース

レーョス 幡磨灘

し－－ス

大阪湾横断

レ－ス

オリーブ・

し－ス
高松レース ナイトレース

(習箕と梨項目

内海,西内海，
玄海支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部
帆走委員会

支部

帆走委員会

髪5 3％見
』｡、暫

ツ誤O

島広高 的形 須磨松 柏豊岡山 柏豊担当 柏豊

※8 談9 98

HYO杯
別府市長杯

洲本市長杯

舵杯 前田杯

西内海

支部長杯
SKK杯優勝杯

壱、

9 ※9

川尻～ －

９
入
※
大

※9

安浦～

巌9蕪9

大入～ ）〆

９
尻
錘
Ⅱ

大阪湾，

紀伊水道に

定溌コース

瀬戸内海

備讃水域に

定めるコーユ

大阪湾・紀

伊水道に定

めるコース

150浬

別府

～四国南岸

～洲本

250浬

瀬戸内海

主島沖に定

めるコーノス

瀬戸内海

備讃水域に

定めるコーース

瀬戸内海

幡磨灘に定

めるコース

瀬戸内海

幡磨漣に定

めるコース

洲本

～五ケ所
上ノ関

～別府湾

亜極沖に定

めるコース

大阪湾に

定めるコース

大阪湾に定

めるコース

コース

150浬

錘9

4月12日出

溌9

5月18日(印

溌9

6月8日(日）

蕊9

3月23日旧）

※8

10月10日察

;讃9

9月14日旧）

15日閉

壷9

10月12日(田

栗9

11月9日旧）

･爵9

11月23日(日）

24日(月）

※9

4月20日(田

※8

2月9日出

2月10日旧）
2月11日祭

※8

4月13日旧）

※8

4月27日(印
4月28日(月
4月29日鰯

※8

8月24日(日

※8

11月16日旧）

※8

11月23日(団
※8

1981年

1月1日縄

i爵9

6月22日(日）

※8

9月14日旧）

9月15日㈱

溌8

10月26日旧）

蚤8

11月1日出

･蚤9

8月24日旧）

※9

11月30日(副

農9

10月19日日

謨9

7月19日出

20日日

蕪9

11月2日旧）5月4日(日）

1700

スタ－卜

’

仮申込
3月31日（月）
本申込
4月20日旧）

9高松

9月7．日旧）

支部

10月5日旧）

的形

10月19副副

サントピア

マリーナ

2月3日旧）

支部

10月26日(日

須磨

11月9日旧）

サントピア

マリーナ

11月16日旧）

支部

12月25日附

支部

4月6日旧）

岡山

8月17日(日）

サントビア

マリーナ

4月20日旧）

申込み

締切日

広島フリート

3月16日(団

' ざ／ ／口
一

一
変 〆 が〆

広島フリート

3月16日(日

if9

3月16日(日）

９

連絡会議

ノ

殻6q
〆●、ゴ※8

2月9日出

0830
）
《

0930》
）
〔

1000

※8

10月9日出

1800
）
【

1900
）
【

1930

※8

11月l日出

※8 Ｒ
）

詔
い

、
●
〆 ※ 8 ８

〃
■
、

白
田
■ ※ 8

11月22日出

1800

イ

1900
）
1

1930

漢8

4月27日(帥

4月28日(用

4月29日祭

燕9次8

1981年

1月1日網
0900

1

1000

ノ
1

1030

上ノ関

公民館

5月3日出

1400～

出艇申告

及ぴ

艇長会議

、‐
’

IOR

MARK－ⅢA

基準

9 ９

JOR基準 JORJOR基準 柏豊レーティングJOR基準 JOR JOR JOR基準 JORﾚｰﾃｨﾝｸ

参
加
資
格

3％Q
グP、ゾ

JOR

I～V

IOR

I～Ⅲ

JOR

I～Ⅵ
クラス

９
ノ
●
、

●
沌
由

O RC－3

及び

NORC－B

OR,C－3

及び

NORC－B

安全規貝|」 ORC－4 ORC－4ORC－4ORC－3 ORC－4 ORC－3 ORC－4

※8

詳細については実施要領または帆走指示書参照。
9

詳細については実施要領または，帆走指示書参照。

西内海支部0829－28－3456
備 考

（内海支部0792－54－0923）



(2)

’ 北陸支部レース

｜シリーズ

畿

垂
手

近
春

東海支部レース駿河湾支部レース外洋レース

’ 第3回琵琶湖シリーズ第5回

東海

ﾌｪｽﾃｨ/タレ

合同レース

ニューイヤーシリーズ
第4回

伊勢湾

合同レース

第5回

五ケ所湾

合同レース

駿河湾支部

フリート対抗

レ－」ズ

秋の

神子元島

レ－－ス

春の

神子元島

レ一ス

スフ･リング・

シリ－ズ

オータム・

シリー〆

第2回

彦根レース

弟乙凹

第7回ポイント．彦根レースポイント．30マイノレ・
春季竹生レーースレースレ－．ズ
レ－ス

第7回
春季竹生
レ－ス

’東海レース野島レース 熊野レース 竹生

2周レース

レ
ス

ノ珂
一

』０へ
○
し

ポイント・

し－‐ス

ポイント･
し一．ズ

15－マイル・

し－－ス

ポイントー

レ一JスＩ
ｒ

ポイント・レース

支部帆走委貝会
衣浦・武豊
五ケ所

衣浦・三河湾
五ケ所

四日市清水 沼津 衣浦，富貴鬼崎 幡豆沼津 幡豆 三河湾担当

6 7５
戸
由
、

一
瓦
色

軋
●
グ

フチプランス賞

半田市長杯

みなはや杯

杉山杯

千代田賞

御木本賞

常滑市長杯

ヤマハ杯

半田市長賞

武豊町長賞

VIND賞

チ夕杯

白雲賞ネービー賞
神子元島杯

Aクラ〆

Bクラス

神子元島杯

Aクラス

Bクラス

優勝杯 (年間表彰）

角田杯

竹内杯

（年間表彰）

バクスアドミラルカッフ･

関谷杯

角田杯

fr/ ｣

｜

口
島
島
僑
島
崎

景
生
生
が
浬

崎
多
竹
大
竹
柳
０

が
一
一
一
一
一
ｍ

柳彦根

～上マーク

～白石

～大橋

21浬

島
島
崎

崎
生
景
が
狸

が
竹
多
柳
５

柳
一
一
一

堅田

～白

～大

8％ケ
ダの匙』堅田

～大橋

～柳が崎

～堅田

15浬

、■J

9次7幡豆

～鳥羽マーク

～伊勢湾マーク

～幡豆

90浬

〈
、
）

》
釈

、
●
グ清水

～神子元島回

～沼津

幡豆

～伊勢湾マーク

～野島

～幡豆

70浬

島
豆
大伊

豆
紀
幡

幡
一
一

7沼津

～神子元島回

～清水

石
橋

四日市

～津

衣浦沖

～五ケ所湾

幡豆沖に

定めるコース

沼津内浦湾に

定めるコース
コース

|’ 30浬125浬
H

1 ※6

6月1日(日

※6

9月14日旧）
日
同
總
驍

日
日
日
日

７
８
９
３

２
２
２

６
月
月

蒸
４
５

難6

5月3日韻
日
圏
日
㈲

日
日
日
日

４
５
１
２

１
１
２
２

６
月
誰
９

※5

9月14日（日）

～15日祭

･蕊5

10月11日出

霞6

10月10日㈲

8躯巨
グ甲、v

5月4日(日）

訣6

3月22日出

職6

6月21日出

10月19日(日

0900

11月2日旧）

0800

6月15日(印

0900

9月21日(日

0900

1200

4月20日⑨

09001

5月3日鎖

1200

5月18日旧）

0900

1200

2月17日(印

0900

1200

1月20日(印

0900

1200

3月16日(日

0900

1200

3月16日(日

0900

1200

スタ－卜

※7

5月3日鯛

1000～

※7

5月18日(日）

0800～

蕊7

6月8日（日）

1700～

※7

9月21日(日）

0800～

※7

'0月'9日(日）

0800～

野7

10月26日旧）

1700～

；％ケ
グ、，■

4月20日(日）

0800～

支部

10月3日闇

６
ノ
Ｇ
、

●
㎡
●

、
●
グ 要 7

1月20日(日）

0800～

※7

2月17日旧）

0800～

※7

3月16日(日）

0800～

支部

6月14日出

支部

10月4日出

1700

支部

3月15日出

支部

9月6日出

1700

支部

4月26日出

1700

申
締
込
切
み
日

一一／ ／ ／ ／ ／一 ／／／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／ ／ ／連絡会議
〆

／

※6※6
、レハ

シ訳0

滋衝県

ヨソト･

ﾉ、一／<-

10月26日(日）

1700～

滋衝県

ヨット･
●

〆､－ノ､ー

5月3日閏

1000～

滋資県

ヨット・
ノ､一一ノく－－

6月8日（日）

｡1700～

滋預県

ヨット｡

/､一一／く一

9月21日(日）

0800～

滋賓県

ヨット・
●

ノ、一一ノ､－

5月18日鯛

0800～

滋賀県

ヨット･

ノ､－／く－

3月16日(日）

0800～

滋賀県

ヨット・

ノ､－ノ<－

1月20日(日）

0800～

滋賀県

ヨット・
宇

〆､－ノ､ﾛ－－

2月17日（日）

0800～

日産マリーナ

東 海

会識室

沼津，

トヨペット

レジャー

5月3日祭

2000～2030

～2100

沼津ヨット

サ－ピス

9月14日(印

800～830

～900

告
議

申
び
会

艇
及
長

出
艇

名鉄マリーナ

10月19日(日）

0800～

名鉄マリーナ

4月20日(日）

0800～

港町公民館

10月10日鰯

2000～2030

～2100

て
JORJOR及び帆走委員会の定めるレーティングJOR JORJORレーティンク●

参
加
資
格

※6

JOBⅣ～VIJORI～VIA･Bクラス

※6
ORC－4

及び

NORC－C

※7

申込場所NORC近畿北陸支部帆走委員会（滋賀県ヨットハーパー0775－24－1781）

但し，15マイル，30マイルレースは名鉄マリーナ･

その他詳細については，実施要領または帆走指示書参照。

（近畿北陸支部075－661－0325）

駿河湾支部

安全規則
ORC－3 ORC－4ORC-4安全規則

※6

詳細については実施要領または帆走指示書参照。

※5

詳細については実施要領または帆走指示書参

照。

（駿河湾支部0543－52－1526）

備考

(東海支部052－914－7412）
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1 980年度外洋レースー覧表
財団法人日本外洋帆走協会 (1)

レース参加料（但し，特別会員所有の登録艇）及び乗員参加料

支本 部主催レス 関東 部主催しス外洋レー･ス 関東支部レース本部ﾚｰｽ関東支部フリート主催

沿岸レース ﾐﾆﾄﾝ〆ｸｫｰ
ﾀー ﾄﾝう/か､一ﾌ
ﾄﾝ／ｽﾘｰｸｫ
ｰﾀｰﾄﾝ／ﾜﾝ
ﾄﾝ全日本選手
権レース

1980年
し学ペノレレース

･スプリング
シリ－ズ

1980年

初島レース

第30回第7回

大島レース三宅島レース

第3回
フリート対抗
レ－ス

第13回

八丈島レース

第3回
大島･神子元島
し－ス

回
帳
ス

７
．
－
島
第
大
し

第25回

神子電レース

第18回
小網代カッフ
レ－ス

第5回
沖繩・東京
レ一Jス

回
淋
ス
ｆ
第21回
鳥羽パール
レ－ス

第7
江ノ島
レ

1980年

初島レース他
6レ－＝ス

レース

項目

江ノ島・清水
レース他
2レース

レハ<ノレレース

，スブリンクﾞ

シリ－ズ

フリート
対抗レース

沖縄・

東京レース
レース

月 参
加
資
格

傭担
本部・
駿河湾支部

各トナー協会・

内海支部
各トナー
12，000円

lチーム

30，000円
各トナー

18，000円
葉山i佐島 ｣、網代 関東支部 小網代本部 各トナー協会 諸磯 油壺蕊8.東海支部 シーボニア本部担当 3．000円5，00(〕円35，000円ﾚｰｽ参加科

2．000考 (会貝） 2，000日 当 5.000高松宮杯
総理大臣杯

溌患号杯
長官杯

NOR,吟長杯
航海訓練
所長杯

朝日新聞社杯
沖縄タイムズ

社杯
コンテッサ.

ﾄﾛﾌｨｰ

一

運輸大臣賞
鳥羽市長杯
鳥羽市観光
協会長杯

パール・カソプ

シーラ杯
パレリーナ・

カップ
メーノレ，

エスフ・リ杯
秋田トロフィー

乗員

参加料
I

／
初島杯 神子元島杯

NORC

神子元ﾄﾛﾌｨー
インデぐ/うぎ/〆，

ｶｯブ

ヅｭｰｲ.カップ

暖流杯

さがみ杯静岡県知事杯

藤沢市長杯

清水市長杯

駿河…隈杯

静岡新聞社杯

舵 杯

5．000(非会員） 10，00015，000龍王杯オリンパス．
カップ‘

K－7カップ

シノレジ，－．

カップ

どんがめ杯

関谷杯

山口杯

シレナ杯

サンパート′・
トロフィー

参
加
資
格
並
び
に
レ
ー
ス
参
加
料
及
び
乗
員
参
加
料
は
各
フ
リ
ー
ト
が
決
定
す
る
。

諸
磯
油
壺
江
ノ
島
鉾

５
月
ｎ
日
喬
巳

ニ
ュ
ー
ス
で
公
示
す
る
Ｏ

コ
ー
ス
・
ス
タ
ー
ト
・
艇
長
会
議
・
参
加
資
格
・
申
込
み
方
法
・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
フ
リ
ー
ト

関東支部長杯 小網代カップ

諸
磯

各トナー・楯各トナー･カップ優勝杯

授賞対象

総合成績の第1位の艇には優勝杯，オール総合またはグループ総合の第1位より第3位までの艇にはウイニン

グ・フラソグ及びプレート，各クラスの入賞艇にはサケカソプまたは楯が授与される。

レース規則

1980年度版NORC外洋レース規目|｣適用。

安全規則

1975年度版及び最新補訂版のNORC安全規則適用。

注意事項

I1)レースの申込みは有効なレーティング(1980年IORMARK－ⅢA/JOR)を所有し，かつ，当該

レースの安全規目|｣カテコ．リー以上による安全検査に合格している艇でなければ受付けない。

2）連絡会議及び艇長会議に出席しない艇はレース参加資格を失う。

3）出艇申告は艇長会議開始1時間前より受付ける。

4）年会費未納会貝のレース参加料は非会員扱いとする。但し，4月30日までは会員扱いとする。

nl)第5回沖縄．東京レースの詳細については，別途，オーナー宛に通知する。

2）1980年レベルレース．スフ・リングシリーズ（クォータートン／ハーフトン／スリークォータートン

／ワントン）

日程

3月29日（土）出艇申告・艇長会議（0730～0830～0900）

：::::間}”ﾘﾝビ〃、-≦,-≦
4月5日（土）50マイル．レース

3）1980年ミニトン／クォータートン／ハーフトン／スリークォータートン／ワントン全日本選手権レ
ース

日 程

9月13日（土）出艇申告．艇長会議（0900～1000～1030）

9月13日（土）オリンピソク．コースーレース

9月14日（日）ショート．オフショア．レース

9月20日（士）オリンピック．コース．レース

9月21日（日）ロング．オフショア．レース

4）第3回関東支部フリート対抗レース日程

10月23B(木）艇長会議(1830～2000）

11月2日（日）出艇申告(0730～0830）

11月2日(B)100マイノレ．レース

11月9日（日）オリンピック．コース．レース

11月22日（土）オリンピック．コース．レース

11月23日（日）70マイル・レース

5）第7回江ノ島・清水レース，第21回鳥羽パール・レースの申込みば，各支部において一括し，本部で
受付ける。

6）第21回鳥羽パール・レースの連絡会議については，関東以外の支部は東京における連絡会議に代表者

が出席し，かつ，支部において代表者による連絡会議を開催し，連絡事項を説明すること。

Ⅲ修正時間方式は，第5回沖繩・東京レース，第7回三宅島レース，第13回八丈島レースについてはT、

M、F,を適用し，その他のレースについてはT、C，F，を適用する。

Ⅳ2MHz帯設置の船舶局は，いかなるレースにおいても，無線機を常に運用できる状態にしておくこと。

、
舵杯月光トロフィー

|横山杯中戸杯 天山杯

※4

相模湾及び小
網代と大島．
神子元島を結
ぶ海域に定め
るコース

※2

瀬戸内海～紀

伊水道の海域

に定めるコー
ー

3

'j、網代

～三宅島㈲
～神津島(弓
～小網代

160浬

小網代
～大島鰯
～初島崎
～小網代

82浬

小網代
～大島博
～小網代

小網代
～大島博
～神子元島国
～小網代

106浬

阿
山

山
伺
島
葉
浬

島
大
－
５

初
一
８

葉 小網代
～神子元島岡
～小網代

６
月
８
日
の
◇

小網代
～八丈島伺
～小網代

290浬

小網代

～初島回

～小網代

48浬

相模湾に定め

るコース

鳥羽

～小網代

江ノ島

～溝オ
那覇

～小網代
コース

150浬 99浬 68浬95浬830浬

蒸3

3月29日（土）

～4月6日(日）

※2

9月13日（土）

～9月23日(火）

悪4

11月2日（日）

～11月24日(月）

4月5日(土）

1100

7月12日(士）

1000

7月25日(金）

1000

10月10日(金）

1100

5月3日吐）

llOO

5月24日(土）

1200

9月13日(土）

1100

9月27日(土）

1100

11月2日（日）

1100

11月23日（日）

1100

4月29日(火）

1200

スタ－卜

７
口
月
６
日
《
Ｈ
一

江
ノ
島

本部

3月19日(水）

1700

本部

5月14日（水）

1700

本部

9月17日(水）

1700

本部

10月23日（木）

1700

本部

11月13日(詞

1700

本部

9月3日（水）

1700

本部

9月30日(火）

1700

本部

3月26日(水）

1700

本部

4月23日(水）

1700

本部

9月3日（水）

1700

本部

10月23日(わ

17（）0

本部

1月8日（火）

1700

本部

6月27日(金）

1700

本部

7月11日(金）

1700

申込承

締切日

一

〆 '〆 一一 ／〆 ／
本部
4月8日（火）
1830～2000

本部

7月16日(水）
1830～2000 ／

連絡会議

８
月
Ⅳ
日
（
日
）

佐
島

艇長会議
本部
10月23日(詞
1830～2000

出艇申告
シーポニア

11月2日(日）
07半田鋤

1

本部

5月24日（金）

I……

鳥羽匡際ホアレ

7月24日(ね

～1錘‘17”

本部

7月11日（金）

18か19…

サントビア.

マリーナ

9月13日（士）

シーボニァ

10月10日（金）

07……

シーボニァ

3月29日（土）

" …

シーボニア

4月5日（土）

、…

シーボニア

5月3日（土）

0…

シーボニア

9月13日(土）

07－

シーボニア

9月27日仕）

〃…

シーボニアー

11月2日（日）

〃…斗皿

↓
⑧
鋤

一
癖
》
１
０

出艇申告

及ぴ

艇長会議
4月28日（月）

1”乱“乱沌）ベ …~1，割唖

８
月
釘
日
令
巳

3％q
〆●、UIOR

MARK－mA

IOR

MARK~ⅢA

４
戸
申
、

口
寓
。

、
Ｇ
〆

シ
ー
ポ
ー
亭

JOR 「ORﾚーティング JOB

参 、｡ノハ

ヲ訳、 ※4※2

－#TONNER
誠
皿
砥
皿
、

砺
耶
嘔
岬
型

－
０
へ
Ｏ
－

－
－
Ｔ
ｌ
－
Ｔ
－
－

Ｒ
寺
Ｒ
十
Ｒ

加
資
格

JORI～VI JORIへVIORI～V JORI～Ⅵ IOR1,,-VIIORIへV JORI～VI
二→

ノハ

舟TONNER
R＝～24.5ft
lTONNEH
R＝～27.5ft

、
月
四
日
合
巳

葉
山

DRC－3

及び
NORO－B

ORO－2

及び
NORO－A

ORC－2

及び
NORC－B

ORC－3

及び

NORC－B

ORC－3

及び
NORO－B

OR,C－l及び

Na1C－A並び

に特別規定
安全規則

口口
／

※3

コース．スター

ト･参力嘩･
その他詳細につ
いては注意事項
並びに実施要領
及び帆走ｷ罰謡
参照．

※2

コース・スター

ト・参力瞳格・
その他詳細につ

いては注意事項
並びに実施要領
及〔瑚走指示書
参照

／
※4

コース．‐スタ

ート・参加資
格一その他詳
細については

注意事項並びに
実施要領及〔噸‘
走指万…照。

※l

出艇申告及び艇
長会議一その他
諾畑については

実施要領及び帆
走指示準月昆
2皿也帯無懇機
必､要備品

／

口
2M迄…
またはSOS発

信可能“機

必要備品

21紐迄帯無諒機2Mに帯無線磯 2M也帯…
ｼｰボﾆｱ内NORC専用電話

0468－82－1897

可
備考

推奨備品 推奨備品推奨備品

／


